
日本と台湾の絆を象徴する李登輝前台湾総統の名前を冠した日本李登輝友の会は
これまで続いてきた豊かな民間交流を先細りさせないため

文化交流を主とした新しい日台関係を築き
日本と台湾の共栄をめざしています。
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日本李登輝友の会日本李登輝友の会

日本李登輝友の会機関誌

日台共栄 第 44 号

通巻 44 号［令和 3年（2021 年）2月号］




